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要旨　日本およびドイツにおける臨床 PET 事情を調査した．サイクロトロン施設数は日本 29 施設：

ドイツ 17 施設と日本が多かったが，臨床 PET 施設数は 29：47 とドイツが多かった．ドイツにおける

PET 施設数増加の原因として，他施設からアイソトープ供給をうけるサテライト施設の運営が活発で

あることと，RI の輸送・売買の自由度が高いことが挙げられる．また保険適応は，日本では慢性脳血

管障害に対する酸素 15 ガスの利用が認められているのみであるのに対し，ドイツでは腫瘍，脳，心臓

の 3 部門にわたり保険適応疾患リストが完成し，すでに適用されている．

両国の制度の相違により，すべてを取り入れるのは不可能と思われるが，今後日本における臨床 PET

検査普及を推進するための体制づくりの一環として，「サテライト構想」，保険適応疾患リスト作成など

は，アメリカ以外の社会医学的モデルとして検討する余地があるものと思われる．
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